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編 集 後 記
デザイン、内容ともに生まれ
変わった『極地研NEWS』
を、ここに送り出すことがで
きました。今後は年４回の発
行を予定しています。おそら
く、これから１年間かけ、試
行錯誤を繰り返しながら新し
い方向性を探っていくことに
なろうかと思います。積極的
な広報活動の重要性が指摘さ
れている今、新しい『極地研
NEWS』がどのように受け
とめられるのか、期待と不安
でいっぱいです。 （伊村 智）
